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News!

News!

全農・尾本専務と農中・尾崎
専務による開会あいさつ

参加者同士で自由に意見交換
を行いました

「ノウフク・アワード」でチャレンジ賞
障がい者らの社会参画や地域農業の維持・発展に貢献 耕種資材部

全
農
は
、
農
福
連
携
等
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム（
事
務
局
＝
農
水

省
）が
主
催
す
る「
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」に
お
い
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。表
彰
式
は
1
月
28
日
に
東
京

都
江
東
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

誰
で
も
働
け
る
環
境
を
構
築

し
、
安
定
的
な
労
働
と
就
業
機

会
を
拡
大
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
が「
新
た
な
農
福
連
携
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
等
」と

認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全

農
」や
26
年
秋
に
新
設
さ
れ
る

「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
幸

手
」を
通
じ
て
、
農

作
業
へ
の
障
が
い
者

の
参
画
を
積
極
的
に

推
進
し
、
農
業
分
野

に
お
け
る
多
様
な
人

材
の
活
躍
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

「
耕
種
資
材
部 

施
設
園
芸
企

画
課
・
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
こ

う
ち
」で
農
福
連
携
に
取
り
組

み
、2
0
2
5
年
7
月
に
ノ
ウ

フ
ク
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
認
証
を
取
得
し

ま
し
た
。

こ
の
仕
組
み
を
大
規
模
施
設

園
芸
に
お
け
る
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル（
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
）に
取
り
込
み
、

全農・農中が地方メディアと意見交換会
共同通信社加盟社計39社43人が参加

全
農
と
農
林
中
央
金
庫
は
2
月
2
日
、地
方
メ
デ
ィ
ア
の
方
々
に

J
A
グ
ル
ー
プ
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

東
京
都
中
央
区
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
㈱
共
同
通
信
社
に
加

盟
し
て
い
る
各
地
方
紙
東
京
支
社
と
全
農
・
農
中
の
役
員
に
よ
る
意

見
交
換
会
を
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
全
農
の
尾
本
英
樹
専

務
と
農
林
中
央
金
庫（
以
下
、

農
中
）の
尾
崎
太
郎
専
務
が
開

会
あ
い
さ
つ
。
第
一
部
で
は
、

「
全
農
営
業
開
発
部
の
取
組
み
」

「
農
中
の
取
組
み
」「
全
農
・
農

中
の
連
携
事
例（
J
A
営
農
経

済
事
業
支
援
の
取
組
み
、
ア
グ

ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
ボ
の
取
組
み
）」

を
説
明
し
、
グ
ル
ー
プ
事
業
へ

の
理
解
を
広
げ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
立
食
形
式
の

懇
談
会
と
し
、
参
加
者
と
役

員
が
自
由
に
意
見
交
換
を
行

い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
食
事

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
全
農
が
鹿
児

島
県
産
黒
毛
和
牛
「
鹿
児
島
黒

牛
」と
山
形
県
産
米「
雪
若
丸
」

を
提
供
、
農
中
が
鹿
児
島
県
産

「
カ
ン
パ
チ
」を
提
供
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
素
材
を
生
か
し
た
料

理
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
参
加

者
と
役
員
の
交
流
も
深
ま
り
、

実
り
あ
る
会
合
と
な
り
ま
し

た
。全

農
と
農
中
は
今
後
も
メ

デ
ィ
ア
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、J
A
グ

ル
ー
プ
に
関
す
る
理
解
が
一

層
深
ま
る
よ
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

広報・調査部

（上） 表彰式での集合写真
（下） チャレンジ賞を受賞
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News!

News!

2
0
2
4
年
の
夏
以
降
、
米

不
足
や
米
価
格
の
高
騰
、
政

府
備
蓄
米
の
放
出
な
ど
、
各
メ

デ
ィ
ア
で
の
報
道
に
よ
り
消
費

者
の
米
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、
全
農
は
記
者
説
明
会
や
有

識
者
懇
話
会
を
開
催
し
て
、
米

に
関
わ
る
正
確
な
情
報
発
信

に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
広
告
で
は
、
米
が
消
費

者
の
も
と
に
届
く
ま
で
に
は
、

米
づ
く
り
に
か
か
る
生
産
者
の

日
々
の
手
間
や
努
力
、
流
通
・

販
売
に
携
わ
る
多
く
の
関
係
者

の
支
え
が
あ
る
こ
と
を
、
イ
ラ

ス
ト
と
と
も
に
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
広
告
掲
出
を
通

じ
て
、
米
づ
く
り
や
流
通
に
か

か
わ
る
工
程
を
紹
介
し
、
お
い

し
い
ご
飯
が
食
卓
に
届
く
ま
で

の
背
景
を
消
費
者
に
伝
え
る
こ

と
で
、
生
産
・
流
通
へ
の
理
解

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

掲
載
し
た
広
告
は
、
ポ
ス
タ
ー

に
し
て
全
国
で

活
用
予
定
で
す
。

全
農
は
、今
後

も
持
続
可
能
な

米
生
産
へ
の
理

解
醸
成
や
米
の

魅
力
発
信
、消
費

拡
大
に
向
け
た

活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き

ま
す
。

学校給食や量販店で富山米「富富富」PR
高校生が特別授業や対面販売会を実施

富
山
県
本
部
は
、
富
山
米
「
富
富
富
」を
栽
培
す
る
高
校
生
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
富
山
県
の
農
業
や
「
富
富
富
」の
魅
力
を
P
R

す
る
た
め
、
2
月
22
日
の
「
富
富
富
の
日
」に
合
わ
せ
、
小
学
校
で

の
特
別
授
業
や
量
販
店
で
の
販
売
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

富
山
県
立
入
善
高
校
と
富
山

県
立
南
砺
福
野
高
校
で
は
、
農

業
教
育
の
一
環
と
し
て「
富
富

富
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

入
善
町
で
は
2
月
の
1
か
月

間
、
入
善
高
校
の
生
徒
が
育
て

た「
富
富
富
」が
学
校
給
食
に
使

用
さ
れ
ま
し
た
。13
日
に
は「
富

富
富
」の
栽
培
に
携
わ
っ
た
生

徒
ら
が
、入
善
小
学
校
の
５
年

生
に
特
別
授
業
を
実
施
。「
富
富

富
」の
特
徴
や
栽
培
方
法
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
や
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
し
た
動
画
を
交
え
な
が
ら
紹

介
し
ま
し
た
。
授
業
後
に
は
小

学
校
の
全
校
児
童
約
２
４
０

人
と
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
富
富
富
の
日
」の
22
日
に

は
、
富
山
県
と
連
携
し
て
県
内

の
量
販
店
で
南
砺
福
野
高
校
の

生
徒
が
育
て
た「
富
富
富
」を

販
売
し
ま
し
た
。
販
売
会
で
は

栽
培
に
携
わ
っ
た
生
徒
ら
が
店

頭
に
立
ち
、
消
費
者
へ「
富
富

富
」を
P
R
し
、
試
食
と
し
て

お
に
ぎ
り
計
3
0
0
個
を
配

布
し
ま
し
た
。

富山県本部

新聞に米の生産・流通に関する広告掲載
「おいしいごはんが食卓に届くまで」の道のりを紹介！！

全
農
は
、米
の
生
産
・
流
通
に
関
す
る
消
費
者
の
理
解
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
広
告
を
、2
月
28
日
の
読
売
新
聞
と
日
本
農
業

新
聞
に
掲
載
し
ま
し
た
。

米穀部

入善小学校で「富富富」を紹介す
る入善高校の生徒

自らが育てた「富富富」をPRする南砺福野高校の生徒

「
お
い
し
い
ご
は
ん
が
食
卓
に
届
く
ま
で
」広
告
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News!

News!

全国から高校生カーラーが一堂に集結

選手控室にもぐもぐブースを設置

環境配慮でつなぐ産地と生協
ＪＡふくおか八女のキウイフルーツの取り組み紹介 耕種総合対策部

生
産
・
流
通
・
消
費
の
各
関
係
者
が
連
携
し
、産
地
の
環
境
配
慮

の
取
り
組
み
を〝
見
え
る
化
〟す
る
活
動
が
進
ん
で
い
ま
す
。全
農
は

J
A
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
㈱
の
協
力
の
も
と
、J
A
ふ
く
お
か
八
女

の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、「
安
心
食
品
」の

宅
配
に
取
り
組
む
生
活
ク
ラ
ブ
の
組
合
員
に
、生
産
現
場
の
工
夫
に

つ
い
て
情
報
発
信
し
ま
し
た
。

管
理
を
徹
底
し
、
農
薬
や
肥
料

も
適
正
に
使
う
こ
と
で
環
境
負

荷
の
低
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
、
同
J
A
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
を
注
文
し
た
組
合
員
に

取
り
組
み
を
説
明
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
、
直
接
届
け
ま
し

た
。
生
活
ク
ラ
ブ
の
鵜
澤
理
事

は「
背
景
を
知
る
こ
と
で
理
由

あ
る
選
択
に
つ
な
が
る
」と
話

し
、
同
J
A
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
部
会
の
原
部
会
長
は「
努
力

を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

が
励
み
に
な
る
」と
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
生
産
か
ら
販
売

ま
で
各
者
が
連
携
す
る
中

で
、
産
地
の
思
い
が
消
費
者

へ
届
く
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
実
現

に
は
、生
産
者
だ
け
で
な
く
流
通

業
者
や
消
費
者
の
理
解
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。そ
こ
で
、J
A
全
農
青

果
セ
ン
タ
ー
の
協
力
で
産
地
の
取

り
組
み
を〝
見
え
る
化
〟し
て
伝

え
る
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

J
A
ふ
く
お
か
八
女
で
は

糖
度
確
認
や
追
熟
管
理
、
温
度

「ニッポンの食」で高校生カーラー応援
第21回全農全国高等学校カーリング選手権大会を開催

Ｊ
Ａ
全
農
は
１
月
22
～
25
日
、青
森
市
の
オ
カ
で
ん
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た「
第
21
回
全
農
全
国
高
等
学
校
カ
ー
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
」に
特
別
協
賛
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
男
女
合
わ
せ
て

合
計
10
チ
ー
ム
41
人
の
高
校

生
が
集
結
し
、
全
24
試
合
の
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

男
子
は
長
野
選
抜
、
女
子
は
北

海
道
選
抜
が
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

表
彰
式
で
は
全
農
か
ら
入

賞
チ
ー
ム
へ
、
副
賞
と
し
て
青

森
県
産
米「
青
天
の
霹
靂
」「
は

れ
わ
た
り
」と
「
あ
お
も
り
倉

石
牛
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

試
合
前
後
や
ハ
ー
フ
タ
イ

ム
中
に
は
、
栄
養
補
給
の
た

め
に
選
手
控
室
に
も
ぐ
も
ぐ

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
青
森
県
産

米
を
使
用
し
た
お
む
す
び
や
、

カ
ッ
ト
り
ん
ご
、
全
農
ブ
ラ
ン

ド
商
品
な
ど
の
食
材
を
提
供

し
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
Yo
u
Tu
b
e

で
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
し
て
い
ま

す
。
高
校
生
カ
ー
ラ
ー
の
熱
戦

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
全
農

は
こ
れ
か
ら
も「
ニ
ッ
ポ
ン
の

食
」で
ア
ス
リ
ー
ト
の
健
康
づ

く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

広報・調査部

（右） 同封したリーフレット
（左） JAふくおか八女のキ

ウイフルーツ

※
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
は
既
に

終
了
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
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JA鳥取西部
（鳥取県）

概要 2026 年1月31日現在

正組合員数         1万2756人
准組合員数         1万2416人
職員数                     522人
販売品取扱高 　   　89億3千万円
購買品取扱高 　     64億1千万円
貯金残高           2082億1千万円
長期共済保有高      4904億2千万円
主な農畜産物 水稲、白ネギ、ブロッコリー、
トマト、ニンジン、花き類、梨、柿、和牛 など

ア
ス
パ
ル
の
魅
力
は
何
と

い
っ
て
も
地
元
生
産
者
が
毎
日

出
荷
す
る
新
鮮
な
旬
の
食
材
で
、

鳥
取
県
西
部
の
豊
か
な
自
然
が

育
ん
だ
特
産
物
な
ど
は
、多
く
の

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

来
店
者
の
声
を
反
映

来
店
者
の
声
を
反
映

港
直
送
の
鮮
魚
売
り
場

港
直
送
の
鮮
魚
売
り
場

店
内
で
は
、
米
や
精
肉
、
花
、

手
作
り
加
工
品
な
ど
豊
富
な
品

ぞ
ろ
え
で
、野
菜
や
花
な
ど
の
苗

売
り
場
は
中
国
地
方
最
大
級
の

規
模
を
誇
り
ま
す
。
お
客
さ
ま

の
声
を
反
映
し
、
境
港
直
送
の

鮮
魚
売
り
場
を
設
置
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。ま
た
、創
業
祭
や
季
節
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、旬
の
農
産

物
P
R
や
生
産
者
と
消
費
者
と

の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
作
り
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
管
内

の
特
産
物
を
全
国
に
情
報
発
信
も

し
て
い
ま
す
。2
0
0
7
年
以
降

は
年
間
販
売
額
が
10
億
円
を
超

え
、2
0
2
5
年
12
月
9
日
に
は

累
計
来
店
者
数
1
5
0
0
万
人

を
達
成
し
て
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
き
ま
し
た
。

J
A
鳥
取
西
部
は
、
中
国
地

方
の
秀
峰「
大
山
」や
日
本
海
な

ど
に
囲
ま
れ
た
鳥
取
県
西
部
を

エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。平
地
や

砂
丘
地
、中
山
間
地
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
地
形
と
豊
か
な
自
然
環

境
を
生
か
し
て
、米
や
野
菜
、果

実
、和
牛
な
ど
多
彩
な
農
畜
産
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

年
間
年
間
6060
万
人
が
来
店

万
人
が
来
店

地
域
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

地
域
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト

日
吉
津
村
の
J
A
鳥
取
西
部

「
ふ
れ
あ
い
村
ア
ス
パ
ル
」は
、新

鮮
で
安
全
・
安
心
な
地
元
の
特

産
物
が
集
ま
る
、地
域
に
根
差
し

た
人
気
の
農
産
物
直
売
所
で
す
。

2
0
0
2
年
3
月
29
日
の
オ
ー
プ

ン
以
来
、地
域
に
親
し
ま
れ
、現

在
は
年
間
約
60
万
人
が
来
店
し
て

い
ま
す
。県
内
外
の
観
光
客
も
立

ち
寄
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
、オ
ン

今
後
も
地
元
生
産
者
の
情
熱

や
消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、「
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
架
け

橋
」と
し
て
、地
域
に
愛
さ
れ
る

魅
力
的
な
直
売
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鳥取県

岡山県

新
鮮
で
旬
の
食
材
を
品
ぞ
ろ
え

新
鮮
で
旬
の
食
材
を
品
ぞ
ろ
え

生
産
者
と
消
費
者
結
ぶ
直
売
所

生
産
者
と
消
費
者
結
ぶ
直
売
所

（右）店内には新鮮で安全・安心な地元特産物が並ぶ
（左）出荷会員が出荷する新鮮で安全・安心な地元特産物

創業祭などイベントを通じて来店客との
ふれあい交流

生産者と消費者をつなぐ直売所
「ふれあい村アスパル」

アスパルの来店客 1500 万人達成記念セレモニー
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も
多
く
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
2
泊
3
日
の
滞
在
中
、
ず
っ

と
日
本
語
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
、一

体
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な

り
そ
う
で
し
た
。

1
9
5
0
年
代
に
は
世
界
的
な

コ
シ
ョ
ウ
産
地
と
し
て
大
発
展
を

遂
げ
た
ト
メ
ア
ス
で
す
が
、
60
年
代

後
半
に
コ
シ
ョ
ウ
が
ほ
ぼ
全
滅
。
そ

の
反
省
か
ら
単
一
栽
培
（
モ
ノ
カ
ル

チ
ャ
ー
）を
や
め
、コ
シ
ョ
ウ
、カ
カ
オ
、

ア
サ
イ
ー
、コ
ー
ヒ
ー
な
ど
数
種
類

の
樹
木
を
混
植
す
る
農
法
へ
移
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
」と
名
付
け
ら
れ
、
持
続

可
能
な
農
業
モ
デ
ル
と
し
て
世
界

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

選
果
・
加
工
施
設
が
充
実

ア
サ
イ
ー
な
ど
加
工
出
荷

行
く
前
に
文
献
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

熊
本
県
南
阿
蘇
村
で
家
族
と
稲
作
と
あ
か
牛
の
繁
殖
を
し
て
い
る「
農
家

の
嫁
」、大
津
愛
梨
さ
ん
が
、昨
年
11
月
に
ア
マ
ゾ
ン（
ブ
ラ
ジ
ル
）で
開
催
さ

れ
た
国
際
会
議
に
参
加
後
、ア
マ
ゾ
ン
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
を
見
学

し
た
時
の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。今
回
は
農
村
視
察
編（
第
一
報
は
2
月
9
日
号
）。

C
O
P
30（
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
の
締
約
国
会
議
）に
参
加

す
る
た
め
に
ブ
ラ
ジ
ル
ま
で
行
っ
た

レ
ポ
ー
ト
の
続
き
で
す
。「
せ
っ
か

く
地
球
の
裏
側
ま
で
行
っ
た
の
だ
か

ら
、
農
家
の
は
し
く
れ
と
し
て
は
農

業
の
現
場
も
見
て
み
た
い
!
」と
思

い
、
農
村
視
察
を
決
行
し
ま
し
た
。

コ
シ
ョ
ウ
単
一
栽
培
か
ら

混
植
農
法
に
移
行
し
活
気

C
O
P
30
の
会
場
と
な
っ
た
ベ

レ
ン（
州
都
）か
ら
車
で
3
時
間
弱

（
1
8
0
㌔
）の
と
こ
ろ
に
あ
る
ト

メ
ア
ス
と
い
う
田
舎
町
へ
。
日
系
人

の
移
住
地
と
し
て
有
名
で
、
現
在

ト
で
は
調
べ
た
も
の
の
、や
は
り「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。こ
の
レ
ポ
ー

ト
を
読
ん
で
興
味
を
持
た
れ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
ぜ
ひ
実
際
に

訪
ね
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
!　

何
が
違
う
っ
て
、ま
ず
は
風
。
そ

し
て
匂
い
。
人
と
の
ご
縁
。「
ア
マ
ゾ

ン
の
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
」と
聞

く
と
、
熱
帯
雨
林
や
密
林
を
想
像

し
ま
す
が
、
実
際
に
は
家
屋
と
隣

接
す
る
農
場
（
果
樹
園
）が
広
が
る

開
け
た
農
村
地
帯
。
林
内
に
足
を

トメアス農協の組合長ご夫妻と皆さま（右から3人目が大津さん）

踏
み
入
れ
た
途
端
、ス
ー
ッ
と
涼
し

く
な
り
ま
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
は
11
月

で
も
30
度
を
超
え
る
暑
さ
だ
っ
た

の
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
高
さ
や
種

類
の
木
々
が
植
え
ら
れ
て
い
る
お
か

げ
で
、心
地
い
い
風
が
吹
い
て
い
る
の

で
す
。最
近
、日
本
で
も
人
気
が
出

て
き
た
ア
サ
イ
ー（
カ
フ
ェ
な
ど
で

フ
ル
ー
ツ
を
あ
し
ら
っ
た
ア
サ
イ
ー

ボ
ウ
ル
と
し
て
人
気
）は
ヤ
シ
科
の

植
物
。
高
さ
5
〜
20
㍍
に
も
な
る

木
の
上
に
実
を
つ
け
、
そ
の
果
実
は

日
系
移
住
地
ト
メ
ア
ス
に
学
ぶ

日
系
移
住
地
ト
メ
ア
ス
に
学
ぶ

持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル

持
続
可
能
な
農
業
モ
デ
ル

「
農
家
の
嫁
」大
津
愛
梨
氏
、ア
マ
ゾ
ン
に
行
く

日本の「道の駅」を参考に作られた直売所
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年
間
を
通
し
て
収
穫
で
き
ま
す
。

J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）の

支
援
を
受
け
た
日
系
の
農
協
は
立

派
な
選
果
・
加
工
場
を
持
っ
て
お

り
、ア
サ
イ
ー
を
ペ
ー
ス
ト
状
に
加

工
し
て
国
内
外
に
出
荷
し
て
い
ま

す
。
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
で
は
な
い
こ
と

で
生
物
多
様
性
の
保
全
が
で
き
る

地
球
に
優
し
い
農
法
で
す
が
、「
日

陰
で
作
業
で
き
る
」た
め
、
労
働
環

境
と
し
て
も
優
し
い
農
法
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

観
光
や
加
工
品
の
開
発
も

意
欲
あ
ふ
れ
る
農
家
女
性

ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
農
法
に

よ
っ
て
通
年
出
荷
が
可
能
に
な
っ
た

上
、
加
工
ま
で
手
掛
け
て
い
る
た

め
、ト
メ
ア
ス
の
農
協
は
業
績
が
近

年
右
肩
上
が
り
と
の
こ
と
。
そ
の

た
め
、
後
継
者
問
題
も
あ
ま
り
な

い
と
、
組
合
長
の
オ
ッ
パ
タ
さ
ん
が

お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。

彼
の
娘
さ
ん
は
20
代
の
農
業
女

子
！　

親
元
就
農
を
す
る
時
に
補

助
金
を
活
用
し
て
導
入
し
た
ト
ラ

ク
タ
ー
に
も
乗
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
も
手

掛
け
た
い
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て

語
っ
て
い
る
横
で
、
私
と
同
年
代
の

組
合
長
夫
人
は
、
女
性
農
業
者
の

仲
間
た
ち（
い
わ
ゆ
る
農
協
の
婦
人

部
）と
共
に
、
小
さ
な
加
工
場
で
自

分
た
ち
の
手
で
チ
ョコ
レ
ー
ト
を
作

る
プ
ロ
ジェク
ト
を
始
め
た
と
、同
じ

く
目
が
キ
ラ
キ
ラ
。

他
に
も
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が

日
本
に
来
た
時
に
視
察
し
た
「
道

の
駅
」を
自
ら
開
設
し
た
施
設
を

見
学
し
た
り
、ト
メ
ア
ス
市
の
市
長

さ
ん
や
議
員
さ
ん
に
会
っ
た
り
、
移

民
1
世
の
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
、

移
民
資
料
館
に
お
邪
魔
し
た
り

と
、こ
の
誌
面
で
は
到
底
ご
紹
介
し

き
れ
な
い
ほ
ど
の
体
験
を
し
た
2

日
間
で
し
た
。

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
と
に

か
く
皆
さ
ん
が
明
る
く
て
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
こ
と
。
朝
7
時
か
ら
視

察
が
始
ま
り
、
夜
は
懇
親
会
ま
で

開
い
て
く
だ
さ
り
、
一
緒
に
渡
伯

し
て
い
た
半
農
半
歌
手
の
Y
a
e

さ
ん
が
歌
う
と
、「
次
は
カ
ラ
オ
ケ

に
行
き
ま
し
ょ
う
!
」と
の
お
誘

い
。
勢
い
で
つ
い
て
い
っ
た
ら
、
な
ん

と
深
夜
過
ぎ
ま
で
盛
り
上
が
り
、

ま
さ
か
ア
マ
ゾ
ン
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行

く
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
楽
し
い
農
業
者
交
流
と
な
り

ま
し
た
。

アサイーをコンテナで出荷

トラクターにも乗せてもらいました

トメアス農協の皆さまへ、石川佳純カレーと農協ごはんをお渡ししました

混植しているアグロフォレストリー アサイーの実
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JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

JA全農の産地直送通販サイト

発行／全国農業協同組合連合会 2026年（令和8年）3月9日発行（毎週月曜日発行）
第3535号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局） 毎週土曜日13：00〜13：55 
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

茨城県産「惚れ２(ほれぼれ）とまと」をたっぷり使った、食塩無添
加のストレートトマトジュースです。真っ赤に熟したトマトをそのまま
搾汁し、濃厚な味わいとすっきりとした飲みやすさを両立しました。
茨城県産トマトだけを使用した産地限定商品で、濃さ・酸味・甘み
のバランスも絶妙。朝食やおやつに加えるだけで、手軽に野菜のおい
しさを楽しめます。
トマトは強力な抗酸化作用を持つリコピンやカリウム、GABAを
豊富に含み、生活習慣病の予防や美肌の強い味方。毎日の健康＆
美肌習慣に、茨城の太陽の恵みを浴びたトマトジュースをお楽しみく
ださい。

いいものいっぱい広場いいものいっぱい広場

ご注文は
こちらから

惚れ 2（ほれぼれ）
とまとのトマトジュース
 食塩無添加 
160ｇ×30本入り
…4180円（税込み）

栃木県産
とちあいか 

苺
「栃木県産とちあいか 苺」は、栃木県産イ

チゴ「とちあいか」の果汁を使用しています。

全農は、㈱ JR 東日本クロスステーション 
ウォータービジネスカンパニーのオリジナル
飲料ブランド「acure made」と「ニッポンエー
ル」のWブランド商品として、「栃木県産とち
あいか 苺」を共同開発しました。3月3日から
JR 東日本のエキナカにある「アキュアの自販
機 」や「NewDays」「NewDays KIOSK」で
発売しています。� 【営業開発部】

「とちあいか」は飲料にも適した品種であり、
程よい酸味と際立つ甘さ、すっきりとした後
味が特徴です。

またこの商品は、生育から収穫時に発生
してしまう傷や色むら、不ぞろいな形など、
生果として流通に適さないイチゴを中心に活
用し食品ロス削減につなげています。

全農は、国産農畜産物の消費拡大や生
産振興に向けて、今後も「ニッポンエール」
の取り組みを全国の産地・品目に拡大して
いきます。

同情報交換会は、国産イチゴが潤沢に出回る
時期に合同で販促イベントを実施しています。

イチゴの主産地9県（宮城、茨城、栃木、
静岡、愛知、福岡、佐賀、長崎、熊本）の県
連・県 JA・全農で構成する「いちご主産県
情報交換会」（事務局＝園芸部）は2月７日、
澤光青果、東京青果の協力で、澤光青果 ２
店舗で「2026 年いちご主産 9県合同物販
フェア」を開催しました。� 【園芸部】

今回は「もういっこ」「にこにこベリー」「と
ちあいか」「とちおとめ」「紅ほっぺ」「愛きら
り」「博多あまおう」「いちごさん」「ゆめのか」

「ゆうべに」「恋みのり」の11種類のブランド
イチゴが登場しました。

いろいろな種類を楽しんでもらおうと、ラ
ンダムに４パックを詰め合わせて販売しまし
た。店頭では各県の販売担当がイチゴの特
徴を説明し、国産イチゴの魅力をアピールし
ました。

多くの人でにぎわう物販フェア
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